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ホスホン酸で保護した CdTe QDs において，発光寿命測定により初めてキャリア増幅を観測した。
ホスフィンで保護した CdTe QDsではキャリア増幅が観測されないことが報告されていることから，
申請者らの結果によりキャリア増幅が表面や周辺環境に大きく依存することが明らかになった(Chem. 






とを初めて実験的に明らかにした(J. Phys. Chem. C, 113, 2009, 11783. and J. Phys. Chem. Lett. (Revised))。 
３）CdTe QDsの Auger再結合の温度依存性 
CdTe QDs の時間分解発光スペクトルの温度依存性を解析することにより，離散化した電子状態を
もつ QDsにおける Auger再結合の詳細なメカニズムを明らかにした。CdTe QDsの Auger再結合時定
数は温度の低下と共に緩やかに増加しており，このことから QDs における Auger 再結合はバルクの
Auger再結合にあるような活性化障壁が存在しないこと，Auger再結合の終状態にフォノンが関与して








にした(J. Phys. Chem. C 114, 2010, 17550.)。これにより，Auger再結合などの励起子多体効果をより定
量的に評価する事ができる。 
 
